
児童が自らの成長に気付く小学校道徳科の指導
― グローイングアップシートの活用を通して ―

長期研修員 髙橋 幸則

《研究の概要》

本研究は、道徳科の授業において、内容項目に関わる道徳的諸価値についての理解がど

のように変化したかを児童自ら感じることができるワークシート（グローイングアップシ

ート）に記入することで、児童が自分自身の心を見つめることを目指したものである。さ

らに一定の時間的なまとまりの中で書きためたグローイングアップシートを振り返りに活

用することにより、児童がより深く自分自身の心を見つめ、自らの成長に気付くことがで

きることの有効性について、実践を通して明らかにした。
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Ⅰ 主題設定の理由

「特別の教科 道徳（道徳科）」は、平成30年度から小学校で、平成31年度から中学校で完全実施と

なる。人格の完成及び国民の育成の基盤となるのが道徳性であり、その道徳性を養うことが道徳教育の

使命ということから、「道徳科」の目標は「道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤とな

る道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考

え，自己の生き方についての考えを深める学習を通して，道徳的判断力，心情，実践意欲と態度を育て

る」と示された。指導方法に関しても、発達の段階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人一

人が自分自身の問題と捉え、向き合う、「考える道徳」「議論する道徳」への転換が求められている。

群馬県においては、第２期群馬県教育振興基本計画の基本施策３「豊かな人間性の育成」の中に、取

組14『「向上する心」「やりぬく心」「大切にする心」を育む道徳教育の充実』を掲げ、道徳の時間を要

として教育活動全体で道徳教育を推進している。また、「平成29年度 学校教育の指針」では、「考え

させたいこと、学ばせたいこと」を明確にした上で、教材の活用を図ること、他者の多様な考え方や感

じ方に触れ、自己を深く見つめる学習を工夫し、これからの生き方への思いや願いを深めていけるよう

にすることが指導の重点とされている。

「特別の教科 道徳（道徳科）」の実施については、既に移行期間であり一部の学校では先行実施し、

研究及び実践がなされているが、多くの学校では、教科書を用いて指導を行うこと、児童の成長を積極

的に受け止めて、認め励ます記述式の評価を行うことなど、新たに取り組むことへの不安の声が聞こえ

る。自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方について考えを深める学習や、考え、

議論する道徳のための主体的・対話的で深い学びの学習の在り方など、指導する上での課題とされてい

ることも数多くあると思われる。

所属校は、遊びや清掃などで行う縦割り活動に特色があり、低学年の児童の面倒をよく見る上級生が

多く、挨拶も比較的よくできる児童が多い。「気づく 考える 行う」の具体目標の下、職員が一丸とな

って積極的な指導を行っている。今年度の校内研修では道徳を中心に取り組み、別葉の見直しも行い、

他教科や行事等とのつながりも明らかにして取り組んでいるが、考えさせたいこと、学ばせたいことを

明確にした授業に反映させることができない姿も見受けられる。また、道徳の授業では積極的に発言し、

主体的な取組を見せる児童でも、実際の場での行動に表せないこともあり、道徳的実践意欲や態度を向

上させることの難しさを感じる。

こうした現状を踏まえ、考えさせたいこと、学ばせたいことを明確にした道徳の授業に取り組むこと

は、児童の道徳的諸価値への自覚をより一層深めていくことにつなげていけると考える。その際に、内

容項目に関わる道徳的諸価値についての理解がどのように変化したかを児童自ら感じることができるワ

ークシート（以下「グローイングアップシート」）に記入することで、児童が自分自身の心を見つめる

ことができるとともに、教師も自らの指導方法の改善充実につなげていくことができると考える。さら

に一定の時間的なまとまりの中で教師からのよさを認め励ますメッセージとともに、書きためたグロー

イングアップシートを基に１時間１時間の心情を振り返らせることにより、児童がより深く自分自身の

心を見つめ、自らの成長に気付くことができると考える。こうしたことで児童の道徳的実践意欲や態度

など内面的資質が向上し、より良い道徳性を養うことにつなげていけると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

道徳科の指導において、自らの成長に気付き、道徳的実践意欲や態度の向上につなげていける児童を

育成するために、グローイングアップシートを活用することの有効性を明らかにする。

Ⅲ 研究仮説（研究の見通し）

１ 各授業において内容項目に関わる道徳的諸価値についての理解がどのように変化したかをグロー
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イングアップシートに記入すること

各授業の終末での振り返り場面において、事前に記入した考え方や経験を基に、自らの道徳的諸価

値についての理解がどのように変化したかを記入することで、児童は自分自身の心を見つめることが

できるであろう。

２ 一定の時間的なまとまりの中でグローイングアップシートを振り返りに活用すること

一定の時間的なまとまりの中で、書きためたグローイングアップシートと教師からのよさを認め励

ますメッセージを基に、自己の振り返りを行うことで、児童はより深く自分自身の心を見つめ、自ら

の成長に気付くことができ、道徳的実践意欲や態度の向上につなげていくことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(1) 「自らの成長に気付く」道徳科の指導とは

自らの成長に気付くためには、まず、これまでの自分の経験やその時の考え方、感じ方と照らし

合わせながら考えを深めることが大切である。そのためにこれまでの自分の経験やその時の考え方

を把握する活動、考えが深まったことを認識する活動を行うことが必要である。次に他者と対話し

たり協働したりしながら多様な考え方や感じ方に接する活動を行うことが大切である。自分との関

わりで考えることで多様な価値観の存在が理解できるからである。さらに自己の生き方について考

えを深めていくことができるようにする活動を行うことが大切である。なぜなら自分の特徴を知り

伸ばしたい自己を深く見つめられるからである。こうした活動を取り入れた指導を行うことで「自

らの成長に気付く」ことができると考える。

自らの成長に気付くことができた児童は、道徳的価値を自覚し、自己の生き方についての考えを

深め、日常生活や今後直面するであろう様々な場所や状況において適切な行為を主体的に選択し、

実践していこうとする道徳的実践意欲や態度の向上につなげていくことができると考える。

(2) 「グローイングアップシート」とは

授業を行うことにより、内容項目に関わる道徳的諸価値についての理解がどのように変化したか

を捉えることは児童の成長にとって重要なことと考える。そこで、事前の様子を把握し、授業の終

末での振り返りの場面において、感じ方や考え方の変化について文章で記述するワークシートを作

成し、グローイングアップシートと名称を付け、授業に臨むこととした。

図１のように、表面右半分は事前の活動で記入する形式となっており、本時のねらいを踏まえ、

内容項目に関わる考え方や経験など

を記入する。時間が十分に取れない

ことも考慮し、記述内容を絞り込ん

だ。左半分は授業の終末での振り返

りの場面で「今日の授業で感じたこ

と考えたこと」と「道徳的価値に関

わる理解に対しての変化の有無とそ

の理由」を記入する。この部分がグ

ローイングアップシートの特徴であ

り、一般的なワークシートには見ら

れない部分である。事前に記入した

こと、今日の授業で感じたこと考え

たことを見ながら、道徳的価値に関

わる自らの理解がどのように変化し

たか、その理由を記入する形式にな

っている。この時間に自分が考えた
図１ グローイングアップシート表面
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こと、さらにそうしたことが今までの自分の考え方や行動と比較してどうだったかを記述させるこ

とで自らの変容に気付くことができるようにした。

裏面は授業中の展開前段や展開後段に使用する形式とした。記述内容は中心発問に関することと、

補助発問に関することとしている。なお、日付、授業回数、主題名、資料名も明示した。

事前の活動での記入は、５分から10分程度の時間が必要であり、授業での指導に生かすためにも

前日までに記入させることが望ましい。授業を行う際に事前の児童の記述内容を把握できるので、

導入時の資料や、意図的指名の際の判断材料としても活用できるからである。朝や帰りの活動や他

の教科等に影響のない時間等を確保して行わせたい。授業終末での振り返りの場面での記入は、よ

り深く自分を見つめさせるためにも、ある程度の時間は確保したい。

児童が記入したグローイングアップシートは目を通してから児童に返却し、教室内で場所を決め、

ファイルに保管させる。その後、一定の時間的なまとまりの中での振り返りに活用する。

(3) グローイングアップシートを振り返りに活用することについて

児童にとって、書きためたグローイングアップシートを通してそれぞれの時間で自分が考えてい

たことを見ることは、自らの心の学びを振り返ることができ、変化に気付くことができることにつ

ながると考える。教師にとっては、自らの指導を検証することになる。ねらいとする姿に近い記述

が多ければ児童の心に響く内容であったと判断できるからである。

さらに、書きためたグローイングアップシートの記述を、一定の時間的なまとまりの中で児童に

振り返らせる。その際、１時間ごとの授業の記録を蓄積した資料を基にした教師からの児童のよさ

を認め励ますメッセージを渡すことで児童はさらに自分自身の心を見つめ、なかなか感じ取ること

ができない自分自身の心の成長に気付くことができると考える。このようにグローイングアップシ

ートは児童の心の成長と認め励ます教師の指導に活用できると考える。

なお、本実践においては３時間の授業実践を終えた後、一定の時間的なまとまりとして振り返り

の活動を行った。人権に関わることなどの内容的なまとまりや、月や学期などの時間的なまとまり

を一定の時間的なまとまりとして振り返りの活動を行うことが考えられる。

２ 研究構想図
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Ⅴ 研究の計画と方法

１ 授業実践の概要

対 象 所属校 第６学年 43名

実践期間 平成29年10月18日～10月31日 ６時間（３時間×２クラス）

学習内容

第 主題名 「より良い学校生活」（Ｃ-16 より良い学校生活、集団生活の充実）

１ 資料名 「せんぱいの心を受けついで」（出典：東京書籍）

時 ねらい 進んでより良い学校にしていくための取組を行っていこうとする態度を育てる。

第 主題名 「希望と努力」（Ａ-5 希望と勇気、努力と強い意志）

２ 資料名 「飛行機王 ～中島知久平～」（出典：ぐんまの道徳 小学校 群馬県教育委員会）

時 ねらい 高い目標を立て希望と勇気を持ち困難があっても努力を続けてやり抜こうとする心情を養う。

第 主題名 「公平な態度」（Ｃ-13 公正、公平 社会正義）

３ 資料名 「ぼくは後悔しない」（出典：東京書籍）

時 ねらい 自分の考えをしっかり持ち、公正公平な態度をとろうという心情を育てる。

振

り ねらい 書きためたグローイングアップシートと教師からのよさを認め励ますメッセージを基に振り

返 返りの活動を行わせることにより、より深く自分自身の心を見つめさせる。

り

２ 検証計画

検証の視点 検証の方法

見
各授業の終末での振り返り場面において、事前に記入した考え方や経験を グローイングアッ

通
基に、自らの道徳的諸価値についての理解がどのように変化したのかを記入 プシートの記述内

し
することは、児童が自分自身の心を見つめることに有効であったか。 容、授業中の児童

１
の見取りの記録、

見 一定の時間的なまとまりの中で、書きためたグローイングアップシートと
児童の振り返りア

通 教師からのよさを認め励ますメッセージを基に、自己の振り返りを行うこと
ンケートを分析す

し は、より深く自分自身の心を見つめ、自らの成長に気付くことができ、道徳
る。

２ 的実践意欲や態度の向上につなげていくことに有効であったか。

３ 抽出児童

Ａ
落ち着いて物事を考え、自分が良いと思うことをしっかり行うことができる。周囲に気を配り、

様々なことに気が付いて自分から行動できる。

Ｂ
元気がよく活発に行動できる。遊びなどでも中心となり、自分の考えを基準に行動することも

多いが、やらなければならないことは行う。

Ｃ
自分に自信が持てずに積極的に行動することがなかなかできない。努力が続けられず、他の児

童に合わせてしまうことも多い。

Ⅵ 研究の結果と考察

自らの成長に気付き、道徳的実践意欲や態度の向上につなげていける児童を育成するために、グロー

イングアップシートを活用することの有効性を検証した。各授業における有効性については抽出児を基

に、一定の時間的なまとまりの中での有効性については抽出児と全体の記録を基に検証する。授業実践

の結果と考察は以下のとおりである。
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１ 第１時 主題名「より良い学校生活（Ｃ-16 より良い学校生活、集団生活の向上）

資料名 「せんぱいの心を受けついで」（東京書籍）

本時のねらい 進んでより良い学校にしていくための取組を行っていこうとする態度を育てる

事前の活動
学校の伝統だと思うこと、より良い学校にするために取り組んできたことについ

てワークシートに記入させる。

過 程 〇学習活動 ・予想される児童の反応 □発問（二重囲みは主発問）

導 入
〇学校の伝統だと思うことについて発表する。

・「縦割り清掃」「縦割り遊び」

〇教師の読み聞かせを聞く。

〇広美の気持ちが変化した理由を考える。

広美がキク作りに一生懸命に取り組むようになったのは、どうしてですか。

前
・「二人二はち運動で、一年生といっしょに取り組むようになったから」「古い作文集で

段
近所の米屋のおじさんのキク作りへの思いを知ったから」

展
〇米屋のおじさんに伝えたい思いについて考える。

開
広美がキク祭りの時に米屋のおじさんに伝えたいのはどんな気持ちですか。

・「おじさんたちの学校の良い伝統をわたしたちが受けついでいるということ」「自分た

ちもそうしたことを大切にしていきたいから」

〇より良い学校について考える。

後 より良い学校とは、どんな学校だと思いますか。グループに分かれて話し合ってみ

段 ましょう。

・「みんなが仲の良い学校」「いじめのない学校」

〇今日の授業で感じたこと考えたことをワークシートに書く。

終 末 〇ワークシートの事前の記述と授業の終末で書かせた記述を見て、自分自身の感じ方や

考え方が変化したことについて記入させる。

事後の指導
ワークシートに記入した決意や行動が学校生活の中で表れているか見守り支援す

る。

(1) 事前の活動での記入について

「学校の伝統だと思うこと」という問いに対して、Ａ児は縦割り活動、なかよし集会、ソーラン

節、あいさつ運動、学校給食の五つ、Ｂ児は縦割り清掃、校歌、運動会、持久走大会、積算マラソ

ン、集団下校、募金活動の七つ、Ｃ児はソーラン節一つを挙げていた。３人とも日常の経験を思い

出し、自分なりに捉えたことを記入していた。

「より良い学校にするために取り組んできたことについて」Ａ児は「自分から進んであいさつを

する。６年が中心となり、下の学年にそうじを教える」、Ｂ児は「縦割り清掃」、Ｃ児は「ない」

と書いた。Ａ児は最上級生として自覚を持って取り組んでいることを挙げていた。Ｂ児は学校の伝

統だと思うことで挙げたことの一つを書いた。Ｃ児はいろいろなことに自信が持てずに積極的に行

動することがなかなかできず、経験が不足していることが関係しているかと思われる。

(2) 授業の振り返りの場面での記入について

Ａ児は事前の記入で自分自身が

現在取り組んでいることがより良 項 今日の授業で感じたこと考え 変 感じ方や考え方が変化した変

い学校にするための取組の一つだ 目 たこと 化 化しない理由

と認識していたが、「今日の授業 伝統はその学校を良くす 伝統などを一生懸命受け継

で感じたこと考えたこと」の記述 るためにあることが分か ごうと活動に取り組むとよ

内容を見ると、「伝統」という言 Ａ った（学校の誇り）。先輩 〇 り良い学校になる。先輩た

葉を自分なりに捉え、さらに良い 児 から受け継いだ伝統を残 ちの築き上げてきたものを

行動への意欲を書いていた（表１、 していき、もっとより良 もっとより良くしようとい

表１ 振り返りの場面での記述内容
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下線a・ｂ）。Ｂ児は、感じ方や考 い学校づくりをしたいと う気持ちがこみあげてき

え方が変化した理由から、授業の 思った。 （下線a） た。（下線b）

中でグループで話し合ったことや より良い学校にするため 自分だけでなく、みんなが

みんなの意見を聞いたことで、一
Ｂ

にのところでは、みんな いっしょに物事に取り組め

人ではなく、みんなで行動してい
児

の意見はいじめゼロとい 〇 ば、伝統を続けていけると

くことの大切さに気付くことがで う、いじめに関するもの 思った。 （下線ｃ）

きたと書いていた。（表１、下線 が一番多く上がった。

ｃ）。Ｃ児はグループの話合いも
Ｃ

より良い学校にすること あまり感想が書けなかっ

参加していたが、記述内容を見る
児

について書くのが難しか × た。

と自分自身を見つめての反省を書 った。 （下線ｄ）

いていた（表１、下線ｄ）。

グローイングアップシートの記入から分析すると、Ａ児はこれまでの自分の考え方に新たな理解

を加え、さらに自分自身を見つめて今後の行動への意欲を示すなど深い学習ができたと考える。Ｂ

児は、他の児童の考え方に触れ、力を合わせての今後の行動を行う意欲を持つことができたと考え

る。Ｃ児は道徳の授業の中での小グループでの話合いが初めてということもあり、発言の記録を見

ても自分の考えを持てずにほとんど意見が言えなかったことから、そうした自分の姿を見つめての

文章になったと考える。

２ 第２時 主題名「希望と努力（Ａ-５ 希望と勇気、努力と強い意志）

資料名 「飛行機王 ～中島知久平～」（ぐんまの道徳 小学校五・六年）

本時のねらい
高い目標を立て、希望と勇気を持ち、困難があっても努力を続けてやり抜こうと

する心情を養う。

事前の活動
叶えたい夢や希望と、そのために努力していることを調べるため、ワークシート

に記入させる。

過 程 〇学習活動 ・予想される児童の反応 □発問（二重囲みは主発問）

導 入
〇中島知久平が作った工場について知る。

・「スバルの工場」「飛行機が外にあった」

〇教師の読み聞かせを聞く。

〇高等小学校を卒業したころの知久平の希望について知る。

知久平さんは東京で勉強するために家を飛び出してしまいました。みなさんだった

らどうしますか。それはどうしてですか。

前 ・「家にいる。大変だし、不安だから」「家を出る。自分がしたいことだから」

段 〇東京に出た後の知久平の苦労と新たな思いについて知る。

展 知久平さんは何度失敗してもからかわれてもあきらめず、新たな工夫や改良を加え

開 ていったのはどんな気持ちからだったと思いますか。

・「飛行機を作って多くの人のために役に立ちたいと思っていたから」「自分の夢をあき

らめたくなかったから」

〇夢や目標を叶えるために大切なことについて考える。

後 夢や目標を叶えるために大切なことはどんなことだと思いますか。自分で考えた後

段 にグループに分かれて発表し合ってみましょう。

・「ぜったいにあきらめない」「多くの人の役に立ちたいという気持ち」

〇今日の授業で感じたこと考えたことをワークシートに書く。

終 末 〇ワークシートの事前の記述と授業の終末で書かせた記述を見て、自分自身の感じ方や

考え方が変化したことについて記入させる。

事後の指導
ワークシートに記入した決意や行動が学校生活の中で表れているか見守り支援す

る。
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(1) 事前の活動での記入について

Ａ児は「夢は管理栄養士で、日頃から食べ物や栄養などの情報を健康について考えながら見てい

る」などと夢や目標をしっかり書き、日頃から努力していることを具体的に記述した。Ｂ児は「夢

はどうしても見つかりません」と書き、目標も「無事、中学を卒業して行きたい高校に行く」、努

力していることも「勉強」と書いただけだった。Ｃ児は夢に「学校の先生、医師になりたい」と書

き、努力していることに「たくさん勉強をしてなりたい」と書いた。

Ａ児、Ｃ児は自分自身をしっかり見つめ、夢について書くことができた。Ｂ児は自分自身を見つ

めて、正直な現在の心境を書いたと思われる。

(2) 授業の振り返りの場面での記入について

Ａ児の感じ方や考え方が変化し

た理由を見ると、授業を通して日頃 項 今日の授業で感じたこと考え 変 感じ方や考え方が変化した変

から抱いていた心情と行っていた努 目 たこと 化 化しない理由

力を見つめ、さらに高い目標への強 失敗し続けても、それを学 もともとそういう気持ち

い決意につながったことを書いてい んで成功に変え、あきらめ はあるけど、授業を受け

た（表２、下線a）。Ｂ児の感じ方 ないことが大事だと思っ て中島さんのようにもっ

や考え方が変化した理由を見ると、
Ａ

た。自分の気持ち（夢を実 と強い気持ちと意志を持

事前の記述から受けた印象とは違
児

現したい、多くの人のため 〇 ちたいと思った。夢や目

い、積極的に発言できた授業を通し に役立ちたいなど）をしっ 標に向かってあきらめず

て持つことができた夢や目標実現の かり持ち、それを見失わな に努力し、絶対に実現さ

ための強い決意を書いていた（表２、 いことも欠かせないことだ せたいと強く思うように

下線ｂ）。Ｃ児の今日の授業で感じ と思った。 なった。（下線a）

たこと考えたことを見ると、自分自 夢や目標を叶えるために 前まで一目見て、あきら

身を見つめ、より良い自分の姿への は、やはり勉強などの努力 めてしまうことがあった

思いを持つことができたことを書い が大切だなと思った。 けど、これからはまず取

ていた。（表２、下線ｃ） り組み、本当に無理だな

グローイングアップシートから分 Ｂ
〇
と思うまでやり続けたい

析すると、Ａ児は自分の夢や希望を 児 と思った。なぜかという

しっかりと確認した上で、授業を通 と、一目見てあきらめた

して理解を深めた思いを加え、今後 らそこで終わりだけどや

の自分自身の行動への決意を持つこ り続けたら何かといいこ

とができたと考える。Ｂ児は事前の とがあるから。（下線ｂ）

活動ではあまり前向きな姿を記入で
Ｃ

たくさんいろいろなことを まだ、夢に近づいていな

きなかったが、授業を通して新たな
児

できる人になりたいと思い × いと思ったから。

信念を持つことができ、今後の自分 ました。（下線ｃ）

の行動への強い決意を持つことができたと考える。Ｃ児は他の授業や日常の様子では見ることがで

きなかった心の内に秘めた将来の夢について事前の活動で記入することができたが、振り返りの活

動での記述内容からは授業を通して今後の自分のあるべき姿を踏まえての現在の状況を書いたと考

える。ただ、授業中の見取りでも他の授業ではあまり見ることができなかった集中した態度で活動

に取り組み、内なる変化が感じられた。

３ 第３時 主題名「公平な態度（Ｃ-13 公正、公平 社会正義）

資料名 「ぼくは後悔しない」（東京書籍）

本時のねらい 自分の考えをしっかり持ち、公正公平な態度をとろうという心情を育てる。

仲の良い友達がいるか、ふだんは同じような行動をするかと、自分が正しいと思

事前の活動 うことを実行したことがあるか、それはどんなことだったかをワークシートに記

入させる。

表２ 振り返りの場面での記述内容
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過 程 〇学習活動 ・予想される児童の反応 □発問（二重囲みは主発問）

〇仲の良い友達との行動について考える。

導 入 ・「何も考えずいつも同じような行動をしている」「本当の気持ちは違うけど合わせてい

る」「同じような行動をすることが多い」「あまり同じような行動をしない」

〇教師の読み聞かせを聞く。

〇自分だったら学級のボールの使い方を議題として取り上げるか考える。

あなたが三郎くんの立場だったとしたら、学級のボールの使い方を議題として取り

上げますか。

・「取り上げる」「取り上げない」

前 〇「取り上げる」「取り上げない」派に分かれて、自分の考えを伝え合い、意見を述べ

段 合う。

展 〇三郎の気持ちを考える。

開 三郎くんがボールの使い方を学級会の議題として取り上げたのは、どんな考えから

でしょうか。

・「いくら仲が良くてもクラスのみんなのためには仕方がない」「正夫くんなら分かって

くれる」

〇正しいと思うことを実行するために必要な気持ちや考えについて話し合う。

後 正しいと思うことを行うために大切なのはどんな気持ちや考えだと思いますか。グ

段 ループで話し合ってみましょう。

・「勇気」「正しいと思うことは行ったほうが良い」

〇今日の授業で感じたこと考えたことをワークシートに書く。

終 末 〇ワークシートの事前の記述と授業の終末で書かせた記述を見て、自分自身の感じ方や

考え方が変化したことについて記入させる。

事後の指導
ワークシートに記入した決意や行動が学校生活の中で表れているか見守り支援す

る。

(1) 事前の活動での記入について

３人とも仲の良い友達は「いる」と答えたが、「その友達と同じような行動をとるか」について

Ａ児は「することが多い」Ｂ児は「何も考えずいつもしている」Ｃ児は「あまりしない」だった。

自分が正しいと思うことを実行した経験について、Ａ児は「ある（みんなが気付かないことなども、

気付いて行動している）」、Ｂ児は「ある（お金を使うとき）」、Ｃ児は「ない」だった。

３人とも普段の自分の行動や経験を振り返りながら書いている様子がうかがえた。

(2) 授業の振り返りの場面での記入について

Ａ児は自分の日常の行動を見つ

め、新たな自分の行動への決意を 項 今日の授業で感じたこと考え 変 感じ方や考え方が変化した変

書いていた（表３、下線a）。Ｂ児 目 たこと 化 化しない理由

は自分の日常の行動を見つめ、改 友達の行動に合わせること 前までは少し仲の良い友

善したいという決意を書いていた が多く、三郎くんの気持ち たちに合わせたりしてい

（表３、下線ｃ）。Ｃ児はグルー も少し分かるような気がし たけれどそれでは周りの

プの話合いにあまり参加できなか
Ａ

た。仲の良い友達だけでな 人に不平等な態度をとる

ったので、振り返りの場面での記
児

く、視野を広げて他の友達 〇 ことになってしまうとい

述内容を見ると授業中の自分の行 にも気付くことが大事だと うことが分かった。これ

動を見つめての反省となっていた 思った。（下線a） からは言いたいことをき

（表３、下線ｄ）。 っぱり言いたいと思う（自

グローイングアップシートの記 分が正しいと思ったら自

入から分析すると、Ａ児は普段何 信を持って）。（下線ｂ）

表３ 振り返りの場面での記述内容
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気なく行動していた自分の姿を見 周りに左右されず、自分が 周りは気にせず、自分が

つめ、授業を通して理解した考え これだと思ったら、それを これだと思ったらそれを

を基にこれからの行動への強い決
Ｂ

突き通す。 突き通す。なぜかという

意を持つことができたと考える（表
児

〇 と今まではみんなを見な

３、下線ｂ）。Ｂ児は、今までの がらやっていたことをこ

自分の行動を反省し、今後の自分 の授業を通して直したい

の行動への決意を持つことができ と思ったから。（下線ｃ）

たと考える。本時の展開後段は小 Ｃ 他の人と同じことをしては
×
あまり意見が言えなかっ

グループで一つの意見にまとめる 児 いけない。 た。 （下線ｄ）

活動であった。十分な時間を持てず個別の支援も思うように行えなかったため、発言の記録からも

Ｃ児は自分が望むように意見を言うことができず、自分自身を見つめることがあまりできなかった

と考える。

４ グローイングアップシートに記入することによる自分自身の心を見つめることへの有効性

グローイングアップシートの記述

内容を分析すると、約78％の児童が

自分自身の心を見つめた文章を記述

していた。抽出児以外の主な記述内

容は図３のとおりである。

従来の指導でよく見られた今日の

授業の感想を書くという課題では、

資料の内容や登場人物に対しての感

想がほとんどで、自分のことについ

ての記述はあまり見られなかった。

しかし、グローイングアップシート

を用い、授業を通して自らの道徳的

諸価値についての理解がどのように

変化したかを記述することにより、

自分自身を深く見つめることができ

た。さらに、現在の自分の姿を見つ

めて、今後の自分の行動への決意を持つことができた（図３、波線部）。

残り約22％の児童の中には、資料に出てくる道徳的諸価値に関して自分自身と結び付けての文章を

書くことができなかったり、考えがまとまらず無記入となったりした児童もいた。また、Ｃ児のよう

に自分の思いを文章でうまく表現できなかった児童もいた。このような児童に対しては、他の児童が

記述した文章を紹介するなど事前の活動での記述内容を踏まえて個別の支援を行っていく手立てを取

ることが必要だと考える。さらに、グローイングアップシートに記入する活動を積み重ねていくこと

により、自分の思いを表現することへの抵抗を和らげていったり、変化や成長を認め励ましたりする

ことにより自分自身に自信を持てるようにすることが大切だと考える。

このことから、グローイングアップシートに記入することは、児童自身の心を見つめることに有効

であると言える。

５ 一定の時間的なまとまりの中でグローイングアップシートを振り返りに活用することの有効性

次ページ表４は、Ａ児のグローイングアップシートからの抜粋である。主題や資料も異なるため、

単純に比較検討することはできないが、この二つの内容は、授業の中で自分自身を見つめたことが表

現されている部分であり、書きためていくことにより、その時間に児童が考えていたことなどが分か

・より良い学校にするのには、みんなと協力するのも大切だけど、

まずは自分を変えようと思った。

・今までめんどくさいなどということを思ってしまったりしてい

たけど、すべてめんどくさがらず挑戦していきたい。

・今の自分の夢に自信が持てたので、他の人にどんなことを言わ

れても気にせずにがんばる。

・最初は失敗したらどうしようと思ってしまっていたけれど、今

日の授業を受けて、少しずつ学んでいけば絶対成功すると思いま

した。

・周りの人と考え方が違っても正しいと思うことはやってみる価

値はあると思うので、今までできなかったことや言えなかったこ

ともこれから機会があれば伝えたい。

・今までの自分は相手はどう思うかなど、あまり考えていなかっ

たけど、今度からそういうことが考えられる人になりたいです。

図３ グローイングアップシートの記述内容
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る部分である。Ａ児は課題を捉え、

自分自身を見つめて考えることが常

に行えるが、資料や他の児童の感じ

方や考え方に触れることにより、よ

り深く自分自身を見つめ、今後の行

動への意欲を持つことができたこと

がうかがえる（表４、下線a～ｆ）。

表５は、Ｃ児のグローイングアッ

プシートからの抜粋である。Ｃ児は、

課題を捉え、自分自身を見つめるこ

とがなかなか難しかった様子がうか

がえる（表５、下線a・ｃ）が、第２

時のように自分自身に関することの

学習内容においては、自分自身を見

つめることができたと思われる（表

５、下線ｂ）。

授業を行う際に使用したグローイ

ングアップシートは、目を通した後

児童に返し教室内の専用ファイルに

保存させ、一定の時間的なまとまり

の中での振り返りに役立てていく。

教師は、グローイングアップシー

トの記述を基に、発言回数や内容、

グループ活動での様子などの授業中

の見取りを加えて、１時間ごとの授

業の記録を作成する。その後、その

記録を蓄積し、一定の時間的なまと

まりの中で児童への認め励ますメッ

セージを作成する（図４）。メッセー

ジ文は授業を通して児童が成長した

姿を認め、今後の行動への意欲を励

ます内容になるようにする。

児童は書きためたグローイングア

ップシートと教師からのメッセージ

を基にした振り返りを行う。振り返りの時間

は朝の活動の時間などが考えられるが学校全

体で授業時間内に設定することも考られる。

今回行った振り返りにおいて、Ａ児の書い

た文章が次ページ図５である。自分の考え方

が変化したことを自覚し、今後の生活への意

欲を見せるなど、道徳的実践意欲や態度の向

上が見られたと考える。Ｃ児の書いた文章は

次ページ図６である。一言ではあるが自分の

考え方が変化したことを書くことができた。

また、授業に対する満足感もうかがえた。

図４ 児童に渡した認め励ますメッセージ

表４ Ａ児のグローイングアップシートからの抜粋

今日の授業で感じたこと 感じ方や考え方が変化した

考えたこと 変化しない理由

伝統はその学校を良くするため 伝統などを一生懸命受け継ごう

第
にあることが分かった（学校の と活動に取り組むとより良い学

１
誇り）。先輩から受け継いだ伝統 校になる。先輩達の築き上げて

時
を残していき、もっとより良い きたものをもっとより良くよく

学校づくりをしたいと思った。 しようという気持ちがこみあげ

（下線a） てくるように変化した。（下線ｂ）

失敗し続けても、それを学んで もともとそういう気持ちはある

成功に変え、あきらめないこと けど、授業を受けて中島さんの

第
が大事だと思った。自分の気持 ようにもっと強い気持ちと意志

２
ち（夢を実現したい、多くの人 を持ちたいと思った。夢や目標

時
のために役立ちたいなど）をし に向かってあきらめずに努力し、

っかり持ち、それを見失わない 絶対に実現させたいと強く思う

ことも欠かせないことだと思っ ようになった。（下線ｄ）

た。（下線ｃ）

友達の行動に合わせることが多 前までは少し仲の良い友達に合

く、三郎くんの気持ちも少しわ わせたりしていたけれど、それ

第
かるような気がした。仲の良い では周りの人に不平等な態度を

３
友達だけでなく、視野を広げて とることになってしまうという

時
他の友達にも気付くことが大事 ことが分かった。これからは言

だと思った。（下線e） いたいことをきっぱり言いたい

と思う（自分が正しいと思った

ら自信を持って。）。（下線ｆ）

表５ Ｃ児のグローイングアップシートからの抜粋

今日の授業で感じたこと 感じ方や考え方が変化した

考えたこと 変化しない理由

第
より良い学校のことについて書 あまり感想が書けなかった。（下

１
くのが難しかった。 線a）

時

第
たくさんいろいろなことをでき まだ、夢に近づいていないと思

２
る人になりたいと思いました。 ったから。（下線ｂ）

時

第
他の人と同じことをしてはなら あまり意見が言えなかった。（下

３
ない。 線ｃ）

時
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また、全体に対して、心や行動が変化したか尋ね

たアンケート結果は図７のとおりである。95％の児

童が良い方向に自分が変わってきたことを認識して

いることが分かる。変化が見られる記述としては、

「仲の良い友達がやってはいけないことをしたら、

しっかり注意することに意識している」「ぼくはよ

りよい学校生活の授業を受けてから、今までより優

しく低学年の子に接するようになりました」「私は

けっこう失敗が続くと、あきらめてしまうことが多

かったので、最近はあと少しがんばろうと思うよう

にしている」などあった。

これらのことから、一定の時間的なまとまりの中

でグローイングアップシートを振り返りに活用して

いくことは、自分自身をより深く見つめさせること

に効果があると考えられる。さらに実際の行動への

意欲や取組への姿勢の変化に関わる記述も見られ道

徳的実践意欲や態度の向上につながると考えられ

る。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

〇 授業の振り返りの場面において内容項目に関わる道徳的諸価値についての理解がどのように変

化したかをグローイングアップシートに記入させることにより、事前の活動での記述内容も踏ま

えながら、自分自身を深く見つめることができた。さらにこのことが今後の行動への決意につな

がる表現に結び付いた児童も見られた。教師も事前に考え方や経験を把握することで一人一人の

児童に応じた指導を行うことができた。

〇 一定の時間的なまとまりの中でグローイングアップシートを振り返りに活用することは、自分

自身の感じ方や考え方を深く見つめることになり、児童の記述を見ると学校生活や日常生活の変

化に結び付いた様子がうかがえた。また、自らの成長に気付くことができた児童も見られた。

〇 蓄積した記録を基によさを認め励ますメッセージを作成するに当たり、児童の考え方や行動の

変化を見取ることを通して、教師も自らの指導方法の改善充実につなげることができた。

２ 課題

〇 事前の活動で記入させる内容を考えるためには、明確な指導観を持った上での授業構想が必要

となる。内容項目を基にしたねらいを設定し、中心発問や展開後段での活動等も踏まえて、より

効果的な内容となるよう十分に考える必要がある。

〇 振り返りの時間を十分とらなければ児童の自分自身への問いかけが浅くなる。授業構想を基に

発問等を精選した上で活動時間を確保する必要がある。

〇 より深く自分を見つめさせるためには、一定の時間的なまとまりの中での振り返りを学校全体

で共通理解を図り、計画的に行う必要がある。

Ⅷ 提言

自分自身の心を見つめることのできるグローイングアップシートの活用を行うことで、児童は自ら

の成長に気付くことができる。さらに一定の時間的なまとまりの中でグローイングアップシートを振

図５ Ａ児の振り返り

道徳が楽しくなり、意味も分かってきた。

道徳についての考えがより深くなったと思

う。学んだことを学校生活や生活に生かし

ていきたいという気持ちになった。

人がやるのではなく、自分で進んで注意を

したいと思いました。授業は少なかったけ

れど楽しくできたと思いました。

図６ Ｃ児の振り返り

図７ 心や行動の変化を尋ねたアンケート結果
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り返りに活用することで、児童がいかに成長したかを受け止めて認め励ます個人内評価に生かすこと

ができる。
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